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平
成
30
年
度
の

　
　

一
般
会
計
予
算
は 

、
、
、

　

当
初
予
算
に
お
け
る
予
算
総
額
は
、

２
９
５
億
３
８
０
０
万
円

　

前
年
度
と
比
較
し
て

１
３
億
７
９
０
０
万
円
の
増

（
合
併
後
最
大
規
模
）

主
な
歳
出

○
合
併
特
例
債
を
最
大
限
に
活
用
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

　
　

道
路
改
良
事
業
や
橋
り
ょ
う
長
寿

命
化
事
業
、
消
雪
施
設
整
備
の
ほ

か
、
庁
舎
増
築
整
備
事
業
な
ど

○
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

の
希
望
を
叶
え
る
た
め
、
支
援
事
業

を
拡
大

　

　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
（
世
帯
所
得

3
4
0
万
円
未
満
の
新
婚
世
帯
を
対

象
に
引
越
し
費
用
等
を
支
援
）

　
　

介
護
職
員
子
育
て
応
援
事
業
（
介

護
職
員
を
対
象
に
学
童
保
育
利
用
料

を
一
部
助
成
）

○
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

　
　

妊
婦
健
康
診
査
に
か
か
る
費
用
を

全
額
助
成

　
　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無

料
化

　
　

中
学
生
ま
で
の
入
院
、
通
院
に
か

か
る
医
療
費
の
無
料
化

平
成
30
年
度
の

　
　

特
別
会
計
・
事
業
会
計

○
水
道
事
業
会
計

　
　

第
２
期
基
本
計
画
の
策
定
を
控

え
、
市
内
水
源
地
の
揚
水
試
験
業
務

に
か
か
る
予
算
を
計
上

○
下
水
道
事
業
会
計

　
　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
長
寿
命
化

工
事

平
成
29
年
度
の
補
正
予
算
は 

、
、
、

　

各
事
業
費
の
精
算
見
込
み
に
よ
る
精

査
の
ほ
か
、
一
般
会
計
で
は
、
合
併
特

例
債
を
財
源
に
、
今
津
北
小
学
校
大
規

模
改
造
工
事
費
な
ど
を
計
上

本会議での討論

議
第
29
号　

平
成
30
年
度
高
島
市
一
般
会
計
予
算
案

議
第
30
号　

平
成
30
年
度
高
島
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
案

賛
成

賛
成

反
対

反
対

磯
部　

亜
希

今
城　

克
啓

福
井　

節
子

福
井　

節
子

　

建
設
事
業
費
や
維
持
修
繕
費
な
ど
で
最

大
規
模
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
島
市
の

未
来
を
見
据
え
て
必
要
な
内
容
で
あ
る
。

新
事
業
も
加
わ
り
、
子
育
て
や
福
祉
の
充

実
、
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
考
え
計
画

的
に
進
め
て
い
く
と
判
断
で
き
る
た
め
賛

成
す
る
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
県
が
国
保
事
業
の
運

営
主
体
に
な
り
、
効
率
的
で
安
定
し
た
運

営
が
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
一
般
会
計
か
ら
国
保
特
別
会

計
に
繰
り
入
れ
る
額
を
前
年
度
よ
り
減
少

さ
せ
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
な
運
営
に
努

め
て
い
る
。

　

庁
舎
増
築
、
橋
梁
長
寿
命
化
な
ど
合
併

特
例
債
は
延
べ
１
６
９
億
円
を
越
え
、
借

金
が
返
済
額
を
上
回
る
。
市
民
の
暮
ら

し
、
福
祉
と
教
育
を
第
一
に
し
た
予
算
編

成
と
は
言
い
難
い
。
国
保
・
介
護
料
の
引

下
げ
等
、
市
の
独
自
施
策
で
低
所
得
世
帯

を
守
り
き
る
予
算
案
が
必
要
。

　

県
内
医
療
環
境
の
南
北
格
差
が
あ
る
中

で
の
広
域
化
。
納
付
金
の
完
納
や
徴
税
強

化
に
つ
な
が
る
懸
念
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。
県

試
算
で
、
30
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
一
人

当
た
り
保
険
料
で
６
９
０
０
円
引
下
げ
可

能
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
国
保
税
を
軽
減
し

な
い
予
算
案
だ
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算
は 

、
、
、

　

市
場
地
区
用
水
路
改
修
事
業
に
か
か

る
工
法
変
更
に
よ
る
補
正
が
計
上

　

採
決
の
結
果
、
予
算
常
任
委
員
会
が

付
託
を
受
け
た
19
議
案
は
、
い
ず
れ
も

「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し

た
。

予　算
常任委員会

委員長　万木 豊

可決
すべき
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●
高
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
国
民
健
康

保
険
の
事
業
主
体
に
新
た
に
都
道
府
県

が
加
わ
り
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が

滋
賀
県
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
県

が
決
定
し
た
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
を
納
付
し
、
保
険
の
給
付
に
か
か

る
部
分
に
つ
い
て
は
全
額
を
県
か
ら
交

付
を
受
け
る
と
い
っ
た
制
度
改
正
を
受

け
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
定
義
等
を

変
更
す
る
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
委
員
か
ら
の
「
県
へ
支

払
う
納
付
金
が
課
税
の
根
拠
と
な
る
中

で
、
納
付
金
の
算
定
根
拠
な
ど
は
市
に

も
説
明
責
任
が
あ
る
。
県
と
市
の
情
報

連
携
は
さ
れ
る
の
か
」
と
の
発
言
に
対

し
、
執
行
部
か
ら
は
、
「
県
と
市
の
協

議
の
場
と
し
て
連
携
会
議
が
あ
り
、
市

や
市
の
運
営
協
議
会
の
意
見
も
合
わ
せ

て
県
へ
意
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
成

と
な
っ
て
い
る
」
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

討
論
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

広
域
化
に
よ
る
市
の
権
限
の
希
薄
化
へ

の
懸
念
や
国
か
ら
の
更
な
る
財
政
支
援

が
明
確
に
示
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の
不
安

な
ど
を
理
由
と
し
て
反
対
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
採
決
の
結
果
、
付
託
を
受
け
た

６
議
案
は
、
い
ず
れ
も
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

本会議での討論

議
第
16
号　

高
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

賛
成

反
対

河
越　

安
実
治

森
脇　

徹

　

今
回
の
改
正
で
国
保
事
業
費
納

付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
に
課
す
る
も
の
と
し
て

定
義
を
変
更
す
る
改
正
で
あ
り
、

目
的
税
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税

の
制
度
改
正
に
よ
る
定
義
の
変
更

は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
条

例
案
に
賛
成
す
る
も
の
。

　

国
の
医
療
費
抑
制
策
の
下
、
医

療
費
総
額
の
決
定
権
を
県
に
与
え

て
市
の
納
付
金
額
を
決
定
。
納
付

金
上
納
の
為
の
市
国
保
徴
税
は
市

民
皆
保
険
後
退
を
懸
念
。
滋
賀
県

は
医
療
南
北
格
差
が
あ
り
、
５
年

後
の
保
険
料
の
統
一
に
加
入
者
の

納
得
は
な
い
。

●
高
島
市
獣
害
防
止
柵
改
修
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
案

　

獣
害
防
止
柵
改
修
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
当
該
事
業
に
必
要
な
費
用

に
充
て
る
た
め
、
利
益
を
受
け
る
者
か

ら
分
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
き
、

新
た
に
条
例
を
設
け
る
も
の
。

　

委
員
か
ら
は
、
「
木
製
柱
に
使
用
さ

れ
て
い
る
材
の
中
で
も
、
北
海
道
産
の

カ
ラ
マ
ツ
の
方
が
滋
賀
県
産
の
ス
ギ
よ

り
耐
用
年
数
が
長
い
。
県
産
材
の
促
進

を
図
る
の
は
良
い
が
、
農
業
耕
作
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、
な

る
べ
く
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
努
め

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
高
島
市
農
林
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
う
ち
、
下
開

田
地
区
お
よ
び
今
津
西
部
地
区
の
農
業

集
落
排
水
施
設
の
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
に
伴
い
、
同
2
施
設
を
廃
止
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

委
員
か
ら
は
、
「
施
設
は
今
後
、
地

元
区
の
防
災
倉
庫
と
し
て
活
用
さ
れ
る

が
、
地
元
区
と
十
分
協
議
さ
れ
た
う
え

で
整
備
さ
れ
る
の
か
」
と
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
執
行
部
か

ら
は
、
「
地
元
区
と
協
議
し
、
ス
ロ
ー

プ
を
付
け
る
な
ど
、
使
い
勝
手
が
良
い

よ
う
に
整
備
を
行
う
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
８
議
案
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
付
託
を
受
け

た
10
議
案
は
、
い
ず
れ
も
「
可
決
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

総　務
常任委員会

委員長　秋永　安次

可決
すべき

産業建設
常任委員会

委員長　大槻　ゆり子

可決
すべき
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本会議での討論

議
第
19
号　

高
島
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
に
関
し

必
要
な
事
項
な
ら
び
に
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
案

賛
成

反
対

梅
村　

勝
久

森
脇　

徹

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
権
限
が
滋
賀
県
か
ら
高
島
市
へ

移
譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
市
独
自
基

準
を
含
ん
だ
条
例
案
で
あ
る
。
法

改
正
を
前
向
き
に
捉
え
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
の
質
を
高
め
つ
つ

地
域
に
合
っ
た
安
全
性
を
確
保
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
賛
成
す
る
。

　

通
所
介
護
施
設
を
退
院
後
の
受

け
皿
と
定
め
、
医
療
と
介
護
の
費

用
抑
制
を
目
的
と
し
た
条
例
制
定

だ
。
介
護
事
業
者
は
、
通
所
者
の

投
薬
状
況
・
口
腔
機
能
等
の
情

報
を
医
療
機
関
に
連
絡
す
る
義
務

を
負
う
が
、
報
酬
引
上
げ
や
ケ
ア

マ
ネ
の
処
遇
改
善
が
さ
れ
て
い
な

い
。

●
高
島
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
都
道
府
県
が

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
、
国
保
運
営
方
針
に
基
づ

き
、
事
務
の
効
率
化
、
標
準
化
な
ど
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
は
主

に
窓
口
事
務
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

に
事
務
の
文
言
を
追
加
し
、
「
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
」
を
、
「
市
の
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協

議
会
」
に
位
置
付
け
ま
す
。

●
高
島
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
な
ら
び

に
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
案

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
の

４
月
か
ら
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
指
定
お
よ
び
指
導
監
督
権
限
が
都
道

府
県
か
ら
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
基
準
等
を
定
め
る
条

例
を
定
め
る
も
の
。

　

審
査
で
は
、
「
人
員
の
基
準
が
こ
れ

ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
」
質

疑
が
あ
り
、
「
県
の
条
例
と
同
様
に
国

の
基
準
に
従
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
今

ま
で
通
り
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

●
高
島
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　

改
正
内
容
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付
額
を
見
積

も
り
、
給
付
に
必
要
と
な
る
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
改
正
を
行

う
こ
と
と
、
介
護
保
険
料
の
段
階
の
判

定
で
、
合
計
所
得
金
額
か
ら
長
期
所
得

文教福祉
常任委員会

委員長　福井　節子

可決
すべき

と
短
期
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
額
を

控
除
し
た
後
の
額
を
用
い
る
こ
と
な

ど
。

　

こ
の
ほ
か
６
議
案
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
採
決
の
結
果
付
託
を
受
け

た
９
議
案
は
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

に
よ
り
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。


